
国際シンポジウム

芸術の社会的処方
— 日米比較から考える可能性と社会実装—

高齢になっても、認知症になっても、

人は喜び、楽しみ、幸せを感じながら

生きることができます。

本シンポジウムでは、医療・保健・福

祉と芸術をつなぐ「芸術の社会的処方

」に焦点を当て、日米の先駆的な実践

を比較し、その意義、効果の捉え方、

社会実装の可能性を考えます。

社会的処方（Social Prescribing）とは？

医師や専門職が、薬や治療だけに頼らず、地域の人や活動、芸術・文化、自然、運動などの非医療的な資源を「処方」し

、孤独や社会的孤立、意欲の低下などを改善し、心身の健康と生活の質の向上を目指す仕組みです。
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超高齢社会に、

新しい選択肢を。

高齢期の課題は、病気や身体機能の低下だけではありません。

孤独や社会的孤立、意欲の低下、生きがいの喪失など、

薬物療法だけでは解決できない課題があります。

いま世界では、芸術、自然、運動、地域活動などの

非医療的な社会資源を、健康やウェルビーイングを支える

手段として医療・福祉につなぐ「社会的処方」

（Social Prescribing）への関心が高まり、これらを既存の医療や

ケアの仕組みの中で実装する試みが始まっています。

日本には、医療と介護、地域の生活支援をつなぐ

地域包括ケアシステムがあります。

では、この仕組みの中に「芸術の社会的処方」を

どのように組み込むことができるのでしょうか。

考えるべき４つの問いで

誰がつなぐのか
誰が必要な人を見つけ、芸術活

動や地域資源へつなぐのか。

何を届けるのか
どのような芸術やプログラムを

選び、その人らしい参加を保障

するのか。

どう確かめるのか
効果と質をどのように評価し、

検証していくのか。

どう続けるのか
誰が費用を負担し、持続可能な

仕組みにするのか。

本シンポジウムでは、米国と日本の先駆的な実践と研究を手がかりに、

「芸術の社会的処方」を、日本の医療・介護・地域包括ケアの中で

どのように社会実装できるのかを考えます。

「病気を治す」だけでなく、

「その人がよりよく生きること」を支える社会へ。

シンポジウムのゴール

・ 芸術の社会的処方の可能性を共有する

・ 日本の地域包括ケアにおける実装の道筋を探る

・ 政策提言につなげ、継続的な仕組みづくりへ

詳細・お申込み

ウェブサイト
最新情報・お申込みは

こちらから

一般社団法人 Arts Alive https://www.artsalivejp.org お問い合わせ：info@artsalivejp.org
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